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POWER BIを活用した
効率的なQ&Aの支援
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本日の内容

1. 概要の確認

2. 勉強会や講習会の質疑応答（Q&A）における課題

3. Power BI活用による支援

4. 現時点の課題

5. 質問投稿フォームについて

6. まとめ
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１．概要の確認

勉強会や講習会における質疑応答（Q&A）では、参
加者から寄せられる質問の収集・分析を手際よく行う
ことが重要となる。山形大学次世代形成評価・開発機
構IR部門（OIRE）では、Power BIを活用した参加者
からの質問をリアルタイムに可視化する仕組みを構築
し、効率的なQ&Aの実施を試みた。本報告では、「大
学評価・IR担当者集会2019」内の「IR 実務担当者
セッション」で導入されたその仕組みを紹介する。
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２．勉強会や講習会の質疑応答における課題

 紙の質問票は、手間がかかる

 質問票の事前準備、回収、まとめや分析等

 少人数のスタッフ vs. 大勢の参加者

 質問のデジタル化

 質問の共有・報告
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３．Power BI活用による支援

回答する データ整形 リアルタイム可視化

 構成

Microsoft
Forms

Microsoft
Flow

Microsoft
Power BI
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３．Power BI活用による効果

 質問用紙の配布・収集の負担軽減

 質問内容のまとめ・分類等、集計作業の効率化

 質問内容の即時共有・可視化

 質問内容の即時データ化

*藤原宏司（2016）「BIツールを用いた学内データの動的可視化について」,
『大学評価とIR』, 第6号, pp.3-11

BIツールの導入が業務の自動化・効率化へつながる*
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４．現時点での課題

 クラウドへのデータ保存

 ぬぐえない不安感

 複数サービス（アプリ）の修得時間

 質問内容の分類機能強化



8

５．質問投稿フォームについて
 Q&Aについて

 従来の紙による質問票を廃止して、質問投稿フォームを
使用します

 以下のURLまたはQRコードから質問の投稿が可能です

IR実務担当者連絡会質問フォームについて、
ＱＲコード等は、投影のみ
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５．質問投稿フォームについて
 入力項目

 氏名（省略可）
 所属（省略可）
 発表内容（省略不可）
 質問内容（省略不可）

 注意事項
 投稿回数に制限はありません
 聞き忘れた、書き忘れた等あれば随

時投稿してください
 氏名、所属は省略可能です

クリックして
質問を送信



10

６．まとめ

 BIツール（Power BI）を使用することで、データの
入力から可視化までのスピードアップが可能となり、
効率的なQ&A実施の支援ができる

 この仕組みは、Q&A実施支援だけでなく、授業等でも
活用が期待できる
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